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全
港
湾

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
の
第

93
回
定
期
全
国
大
会
を
、
9
月

7
日
、
8
日
の
2
日
間
、
月
岡

温
泉
華
凰
に
て
開
催
し
た
。
全

国
か
ら
大
会
代
議
員
86
名
、
中

央
本
部
役
員
18
名
、
傍
聴
者
を

含
め
1
5
7
名
が
出
席
、
議
長

団
は
宮
城
辰
士
代
議
員
（
沖

縄
）、
苫
米
地
匡
敬
代
議
員（
東

北
）
が
務
め
た
。

役
員
に
つ
い
て
は
投
票
の
結

果
、
関
東
地
方
出
身
の
鈴
木
誠

一
氏
を
中
央
執
行
委
員
長
に
、

九
州
地
方
出
身
の
松
永
英
樹
氏

を
書
記
長
に
選
出
、
新
執
行
体

制
を
確
立
し
た
。

第
93
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
執
行
部
を
代
表
し
て
真
島

中
央
執
行
委
員
長
は
「
全
港
湾

は
日
本
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い

る
真
の
労
働
運
動
を
行
え
る
素

晴
ら
し
い
労
働
組
合
で
す
。
こ

の
理
念
を
継
続
し
、
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
本
日
参
加
さ
れ

た
全
港
湾
組
合
幹
部
の
使
命
で

す
。
港
湾
に
お
け
る
労
働
運
動

は
、
今
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
だ
と

感
じ
て
い
る
。
今
、
み
ん
な
で

頑
張
ら
な
く
て
、
ど
う
す
る
ん

だ
と
私
は
思
う
」
等
と
述
べ
、

全
港
湾
が
先
頭
に
立
っ
て
運
動

し
て
行
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
か
け
た
。

続
け
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
よ

り
力
強
い
連
帯
の
挨
拶
を
受
け

た
。
第
93
回
大
会
に
は
、
全
国

港
湾
労
働
組
合
連
合
会
か
ら
柏

木
公
廣
中
央
執
行
委
員
長
、
全

日
本
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合

協
議
会
か
ら
住
野
敏
彦
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
中
、
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
部
案

を
支
持
す
る
立
場
か
ら
の
発
言

が
相
継
ぎ
、
各
地
方
の
代
議
員

・
特
別
代
議
員
延
べ
25
名
か
ら
、

意
見
・
質
問
・
提
案
な
ど
の
発

言
を
受
け
た
な
お
、
提
案
さ
れ

た
議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
、
運

動
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

日
港
労
連

日
本
港
湾
労
働
組
合
連
合
会

は
、9
月
14
日
〜
15
日
に
掛
け
、

第
70
回
定
期
大
会
を
兵
庫
県

「
神
戸
ホ
テ
ル
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
」
に
於
い
て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
全
国
港
湾
労
働

組
合
連
合
会
・
柏
木
中
央
執
行

委
員
長
を
、
お
招
き
し
て
産
別

運
動
と
団
結
の
決
意
に
つ
い

て
、貴
重
な
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

2
0
2
2
年
度
運
動
方
針
案

で
は
、
港
湾
荷
役
・
関
連
部
門

・
検
査
部
門
を
踏
ま
え
専
業
・

現
業
労
働
者
の
地
位
向
上
・
職

域
の
確
保
・
安
全
問
題
な
ど
多

岐
に
亘
る
運
動
方
針
案
が
満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
改
選
時
期
で
は
無
か

っ
た
が
、新
た
に
書
記
次
長（
非

専
従
）
古
澤
氏
の
選
任
を
定
期

大
会
に
於
い
て
確
認
し
た
。

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
か
ら

は
、
「
組
合
員
を
取
り
巻
く
情

勢
は
雇
用
と
職
域
な
ど
の
問
題

が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
変
わ
ら
ぬ
仲
間
の
団
結
の

力
を
借
り
、
日
港
労
連
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
行
き

た
い
」
と
の
就
任
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
大
会
宣
言
案
に
於
い
て
も
採

択
さ
れ
、
最
後
に
、
竹
内
中
央

執
行
委
員
長
の
旗
の
下
、
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
で
組
織
の
団
結
と

拘
束
力
の
意
思
を
固
め
、
第
70

回
定
期
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

検
数
労
連

9
月
8
日（
木
）〜
9
日（
金
）

に
か
け
て
、
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ

ー
ト
豊
橋
で
全
国
検
数
労
連
第

54
回
定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
3
年
振
り
に
大
会

参
加
者
の
制
限
を
解
除
。
代
議

員
・
中
央
執
行
部
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
合
わ
せ
て
57
名
が
参
加

し
、
21
年
度
運
動
の
到
達
点
と

総
括
、
22
年
度
運
動
方
針（
案
）

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
大

会
に
来
賓
と
し
て
激
励
の
挨
拶

を
く
だ
さ
っ
た
全
国
港
湾
・
柏

木
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
共
闘

関
係
労
組
よ
り
多
数
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
紙
面
で
は

あ
り
ま
す
が
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

21
年
度
経
過
と
総
括
で
は
、

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
急
激
な
物
価
高
の
影

響
を
受
け
た
中
で
、
冬
夏
一
時

金
、
春
闘
で
の
経
済
闘
争
で
は

『
生
活
防
衛
闘
争
』
を
基
本
に

全
国
団
結
で
賃
金
の
引
き
上

げ
、
残
業
に
依
存
し
な
い
賃
金

体
系
の
確
立
を
目
指
し
闘
争
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
冬

季
・
夏
季
一
時
金
闘
争
、
春
闘

で
は
総
額
で
昨
年
を
上
回
る
回

答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
22
春
闘
中
盤
で
全

て
の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
報
告
集
会
を
行
う
な

ど
、
新
た
な
運
動
を
展
開
し
た

こ
と
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す

22
年
度
運
動
方
針
で
は
、
日

常
生
活
を
通
し
て
組
合
員
の
生

活
と
暮
ら
し
を
い
か
に
守
り
、

要
求
を
前
進
さ
せ
て
い
く
か
が

問
わ
れ
る
1
年
と
な
り
ま
す
。

中
央
と
地
域
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
『
雇
用
と
職
域
の
維
持
・

拡
大
の
前
進
』
『
安
定
し
た
生

活
の
維
持
、
向
上
に
向
け
て
経

済
要
求
の
前
進
』
『
日
常
活
動

の
活
性
化
と
次
世
代
育
成
の
前

進
』
『
組
合
未
加
入
者
の
組
織

化
の
前
進
』
『
職
場
を
基
礎
に

し
た
た
た
か
い
の
前
進
』
『
暮

ら
し
と
雇
用
、
平
和
を
守
る
運

動
の
前
進
』
を
基
調
と
し
た
運

動
の
前
進
を
は
か
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

検
定
労
連

検
定
労
連
第
50
回
定
期
大
会

は
、
9
月
20
日
（
火
）
か
ら
22

日
（
木
）
に
か
け
て
、
途
中
各

単
組
定
期
大
会
を
挟
み
、
総
数

35
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
今
大

会
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
代
議
員
の
一
部
が
リ
モ
ー

ト
参
加
と
な
っ
た
。

開
会
の
冒
頭
、
今
年
2
月
ご

逝
去
さ
れ
た
植
草
名
誉
顧
問
を

偲
び
、
黙
祷
が
奉
げ
ら
れ
た
。

大
会
は
、
外
池
副
委
員
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
及
び
資
格
審
査

の
後
、
大
会
議
長
に
池
田
代
議

員（
海
事
）、
土
屋
代
議
員（
シ

ン
ケ
ン
）
と
大
会
各
役
職
員
を

確
認
し
、
全
国
港
湾
柏
木
委
員

長
の
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
、
議

事
に
入
り
、
中
央
執
行
委
員
会

提
出
議
案
、
決
算
及
び
予
算
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

中
央
執
行
部
体
制
は
、
中
央

執
行
副
委
員
長
と
中
央
執
行
委

員
の
2
名
が
変
更
と
な
り
、
22

年
度
の
運
動
方
針
を
執
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
「
全
国
港
湾
を
中

心
と
し
た
港
湾
関
係
組
合
と
連

携
し
、
港
湾
産
別
運
動
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
生
活
向
上
に
向
け
、
全
国

の
港
湾
労
働
者
を
は
じ
め
と
し

た
全
て
の
労
働
者
と
連
携
し
、

と
も
に
闘
う
こ
と
を
決
意
す

る
」
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
上

出
副
委
員
長
の
挨
拶
を
以
っ
て

閉
会
し
た

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
沢
山

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
港
労
組

大
港
労
組
は
10
月
7
日
、
大

阪
港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
第
70
回
定
期
大
会
を

開
催
し
た

大
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
十
二
分
に
取
り
入
れ
た
う
え

で
、
執
行
部
・
代
議
員
を
含
め

1
1
1
名
参
加
の
も
と
、
議
長

に
高
田
代
議
員
（
大
港
）
、
若

山
議
員
（
富
栄
）
を
選
出
し
議

事
進
行
を
行
っ
た
。

昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
と
し
て
ご
来
賓
は
ご
遠
慮
頂

き
ま
し
た
が
、
全
国
港
湾
真
島

中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
団
体
か
ら
祝
電
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
21
年
度
主
要

な
運
動
の
経
過
と
総
括
」
、
第

二
号
議
案
「
22
年
度
運
動
方

針
」
、
第
三
号
議
案
「
21
年
度

一
般
会
計
・
22
年
度
特
別
会
計

収
支
決
算
報
告
・
21
年
度
会
計

監
査
報
告
」、
第
四
号
議
案「
22

年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
」
、

第
五
号
議
案
「
22
年
度
役
員
選

出
」
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大

会
宣
言
を
審
議
・
採
択
を
行
い

す
べ
て
の
議
事
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

最
後
は
、
小
嶋
執
行
委
員
長

の
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
締
め
く

く
っ
た
。

全
倉
運

全
倉
運
は
9
月
6
日
に
豊
橋

・
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
で
第

77
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
は
、
議
長
団
に
三
井
倉
庫

Ｈ
Ｄ
労
組
の
中
内
議
員
と
川
西

倉
庫
労
組
の
近
江
議
員
を
選
出

し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
山
本
晃
弘
中

央
執
行
委
員
長
は
一
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
、
春
闘
で
は
98

春
闘
以
来
の
成
果
を
記
録
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
好
調
な
単

組
が
あ
る
一
方
、
賃
金
が
上
が

ら
な
か
っ
た
単
組
も
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
物
価
上
昇
が
家
計
や

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
賃
上
げ
の
声
を
上
げ
続
け

て
い
く
事
が
大
切
だ
と
呼
び
掛

け
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
来

て
い
た
だ
い
た
全
国
港
湾
玉
田

書
記
長
は
、
産
業
全
体
と
し
て

の
22
春
闘
が
合
意
し
て
い
な
い

こ
と
を
報
告
。
そ
の
問
題
点
と

し
て
料
金
価
格
改
訂
問
題
や
Ｏ

Ｎ
Ｅ
再
編
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

そ
の
後
、
2
0
2
2
年
度
の

活
動
経
過
を
報
告
、
新
年
度
の

運
動
方
針
な
ど
を
審
議
、
採
択

し
た
。

役
員
選
挙
で
は
、
中
央
執
行

委
員
長
に
山
本
晃
弘
氏
（
川
西

倉
庫
労
組
）
が
前
年
に
続
き
選

出
さ
れ
た
ほ
か
、
新
役
員
候
補

者
全
員
が
信
任
を
受
け
、
新
執

行
部
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
山
本
中

央
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

8
月
に
開
か

れ
た
核
不
拡
散

条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議

で
、
核
保
有
国

と
非
保
有
国
が

核
軍
縮
に
つ
い

て
話
合
い
を
行
っ
た
。
こ
の
条

約
に
は
、
国
連
加
盟
国
1
9
3

ヵ
国
中
、
1
9
1
ヵ
国
が
参
加

し
て
い
る
。条
約
は
前
文
で「
核

戦
争
の
回
避
」
を
う
た
っ
て
お

り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

事
侵
攻
で
核
戦
争
の
危
機
が
強

ま
る
中
、
解
決
策
が
示
さ
れ
る

か
が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ロ
シ
ア
の
反
対
に
よ
っ
て
前
回

開
催
の
2
0
1
5
年
に
続
き
、

合
意
文
書
は
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
▼
核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ロ
シ
ア
だ
け
で
は

な
く
他
の
核
保
有
国
に
つ
い
て

も
「
核
軍
縮
に
向
き
合
わ
な
い

不
誠
実
で
傲
慢
な
態
度
」
と
非

難
し
て
い
る
。
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

は
、
「
核
保
有
国
は
核
兵
器
の

先
制
不
使
用
な
ど
新
し
い
提
起

を
全
て
否
定
し
、
合
意
文
書
案

に
書
き
込
む
こ
と
を
許
さ
な
か

っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
は
機
能
不

全
に
陥
っ
て
い
る
」
と
批
判
し

て
い
る
▼
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
は
あ
る
が
、
核
兵
器
全
廃
に

向
け
た
動
き
も
出
て
き
て
い

る
。
6
月
に
は
核
兵
器
禁
止
条

約
第
一
回
締
約
国
会
議
が
開
催

さ
れ
、
50
項
目
の
行
動
計
画
の

実
践
が
始
ま
っ
た
。
日
本
政
府

に
第
2
回
会
議
へ
の
参
加
を
求

め
る
声
も
強
い
。
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵

器
に
依
存
し
て
い
る
日
本
が
参

加
す
る
意
義
は
非
常
に
大
き

い
。
あ
き
ら
め
ず
に
参
加
を
求

め
る
声
を
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港
湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

各
単
組
定
期
大
会

各
単
組
定
期
大
会

NATIONAL FEDERATION OF DOCKWORKERS UNIONS OF JAPAN
（ZENKOKU‐KOWAN）２０２２年１０月１５日 第３５５号

（毎月1回15日発行・平成7年8月18日第三種郵便物認可）

全 国 港 湾 労 働 組 合 連 合 会
〒144-0052 東京都大田区蒲田5‐10‐2

日港福会館1F
電 話：03―3733―2561
ＦＡＸ：03―3733―2627

発行人：玉田雅也
定価：30円（組合費に含む）

〈発 行 所〉


